
 

 

 

第72回定時株主総会招集ご通知に際しての 
 

電子提供措置事項（交付書面省略事項） 

 

連  結  注  記  表（１頁～６頁） 
 

個  別  注  記  表（７頁～11頁） 
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当社は、第72回定時株主総会招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、

連結注記表及び個別注記表につきましては、法令及び定款第14条の規定に

基づき、電子提供措置事項記載書面への記載を省略しております。 
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連結注記表 

1．記載金額 
  記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
 
2．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項等 
(1) 連結の範囲に関する事項 

  連結子会社の数………………… ５社 
  連結子会社……………………… 株式会社匠美 

株式会社玉井味噌 
マルサンアイ鳥取株式会社 
丸三愛食品商貿（上海）有限公司 
マルサンアイ（タイランド）株式会社 

    すべての子会社を連結しております。 
 
(2) 持分法の適用に関する事項 

  持分法を適用した関連会社数… １社 
  持分法を適用した関連会社…… 海寧市裕豊醸造有限公司 

関連会社は１社であります。 
    当該会社の事業年度に係る財務諸表を使用しております。 
 
(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社のうち、丸三愛食品商貿（上海）有限公司の決算日は12月31日であります。 
連結計算書類の作成にあたっては、当該子会社の2023年６月30日現在で実施した仮決算に基

づく計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整
を行っております。 
また、マルサンアイ（タイランド）株式会社の決算日は６月30日であります。 
連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じ

た重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。 
その他の連結子会社の決算日は、連結会計年度の末日と一致しております。 

 
(4) 会計方針に関する事項 
① 重要な資産の評価基準及び評価方法 

  有価証券 
   その他有価証券 

  市場価格のない株式等以外のもの… 時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処
理し、売却原価は、移動平均法により算定）を採
用しております。 

  市 場 価 格 の な い 株 式 等… 移動平均法による原価法を採用しております。 
  棚卸資産 
   通常の販売目的で保有する棚卸資産 
    評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。 

商品・製品・原材料・仕掛品…… 総平均法 

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法 
(ｲ) 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法によっております。 
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016年４月
１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。 
主な耐用年数 建物    17～38年 

機械装置  10年 
(ﾛ) 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法によっております。 
ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における見積利用可能期間（５
年）に基づく定額法によっております。 

(ﾊ) リース資産 
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

(ﾆ) 長期前払費用 
  均等償却によっております。 
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③ 重要な引当金の計上基準 

貸 倒 引 当 金 …債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実
績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

賞 与 引 当 金 …従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額及びそれに対応す
る社会保険料の会社負担額を計上しております。  

④ 退職給付に係る会計処理の方法 
(ｲ) 退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる
方法については、期間定額基準によっております。 

(ﾛ) 数理計算上の差異及び過去勤務費用の処理方法 
過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10

年）による定額法により費用処理することにしております。 
数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（10年）による定額法により、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処
理することにしております。 
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資

産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。 
(ﾊ) 小規模企業等における簡便法の採用 

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る
期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

⑤ 収益及び費用の計上基準 
当社グループでは、主に豆乳及び味噌の販売を行っており、これらの約束した財又はサ

ービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれ
る金額で収益を認識しております。なお、企業会計基準適用指針第30号「収益認識に関す
る会計基準の適用指針」第98項における代替的な取扱い(出荷基準等の取扱い）を適用し、
製品又は商品の国内の販売において、顧客による検収時までの期間が通常の期間の場合は、
出荷時点で収益を認識しております。また、輸出による販売においては、インコタームズ
等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転した時点で収益を認識しており
ます。なお、取引価格は顧客との契約において約束された対価から、リベート及び値引き
等を控除した金額で測定しております。 
取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は含ま

れておりません。 
 
3．表示方法の変更 
（連結貸借対照表） 

前連結会計年度において、流動資産のその他に含めていた未収入金（前連結会計年度
1,252,360千円）は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より、未収入金（当連結会計
年度1,756,852千円）として表示しております。 

 
（連結損益計算書） 

前連結会計年度において、営業外収益のその他に含めていた受取配当金（前連結会計年度
3,881千円）は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より受取配当金（当連結会計年度
31,361千円）として表示しております。 

 
4．重要な会計上の見積りに関する注記 

繰延税金資産の回収可能性 

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 
繰延税金資産    1,107,203千円 

 
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 
(ｲ) 算出方法 

 当社グループでは、税務上の繰越欠損金および将来減算一時差異に対して、将来の収益
力にもとづく課税所得およびタックス・プランニングにもとづき、繰延税金資産を計上し
ています。ただし、繰延税金資産の回収可能性に不確実性がある場合は、評価性引当額の
計上を行い、将来実現する可能性が高いと考えられる金額を繰延税金資産として計上して
います。将来の課税所得の見積りは、事業計画を基礎としており、過去の実績値及び事業
計画値に基づいて「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針（企業会計基準適用指針
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第26号）による企業分類を行い課税所得の見積可能期間を決定し、繰延税金資産の回収可
能額を算定しております。 

(ﾛ) 主要な仮定 
見積りの基礎となる将来の事業計画は、豆乳飲料事業セグメントのうち豆乳事業に係る

販売単価や販売数量、主要原材料価格を主要な仮定としております。 
 販売単価や販売数量については、当連結会計年度に発表しました値上げの影響を過去の
実績値等を勘案して見積もっております。また、主要原材料価格については、過去からの
主要な原材料の相場動向の推移や市場予測、為替相場による影響を勘案して見積もってお
ります。 

(ﾊ) 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響 
繰延税金資産の回収可能性は、将来の課税所得の見積りによるところが大きく、主要な

仮定である販売単価や販売数量、主要原材料価格の予測は見積りの不確実性が高く、将来
の課税所得の見積り額が変動することにより、繰延税金資産の回収可能性の判断に重要な
影響を与える可能性があります。 

 
5．連結貸借対照表に関する注記 
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務 

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 25,040,168千円 
なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。 

 
(3) 受取手形及び売掛金のうち、顧客との契約から生じた債権の金額は、それぞれ次のとおりで

あります。 

受取手形 45,957千円 

売掛金 5,073,325千円 

 
(4) 流動負債「その他」のうち、契約負債の残高 4,224千円 

 
(5) 当社及び連結子会社（マルサンアイ鳥取株式会社）においては、運転資金の効率的な調達を

行うため取引銀行７行と当座貸越契約及び取引銀行６行と貸出コミットメント契約を締結し
ております。 
これらの契約に基づく当連結会計年度末における当座貸越契約及び貸出コミットメント契

約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。 

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの総額 4,000,000千円 

借入実行残高 200,000千円 

差引額 3,800,000千円 
 
6．連結損益計算書に関する注記 
(1) 顧客との契約から生じる収益 

売上高につきましては、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載
しておりません。顧客との契約から生じる収益の金額は、「9．収益認識に関する注記 (1)顧
客との契約から生じる収益を分解した情報」に記載しております。 

 
 
 
 
 
 

種　　類 内　　容

建物 2,739,782千円 (579,943千円)

構築物 251,955千円 (251,955千円)

機械及び装置 549,868千円 (549,868千円) 長期借入金 2,466,044千円 (1,293,300千円)

土地 2,925,454千円 (2,424,107千円)

投資有価証券 7,560千円 （―千円）

計 6,474,620千円 (3,805,874千円) 計 3,217,810千円 (1,717,210千円)

　　　上記のうち(　)内書は、工場財団抵当並びに該当債務を示しています。

担保に供している資産 担保に係る債務

期末帳簿価額 期末残高

１年内返済予定
の長期借入金

751,766千円 (423,910千円)
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(2) 減損損失 
 当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
 

用途 種類 場所 

みそ事業設備 

建物及び構築物 

機械装置及び運搬具 

有形固定資産その他 

無形固定資産 
 

愛知県岡崎市 

当社グループは、原則として、主に事業毎にグルーピングを実施して減損の兆候を検討し
ております。 

当連結会計年度において、営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである事業資産に
ついて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失533,569千円（内訳 建
物及び構築物231,559千円、機械装置及び運搬具284,952千円、有形固定資産その他9,677千円、
無形固定資産7,379千円）として特別損失に計上しました。 
 なお、回収可能価額は、使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づく
評価額がマイナスであるため、回収可能価額は零と算定しております。 
 

7．連結株主資本等変動計算書に関する注記 
(1) 当連結会計年度の末日における発行済株式の総数 

 当連結会計年度末株式数(株) 

発行済株式  
 普通株式 2,296,176 

合  計 2,296,176 

 
(2) 配当金に関する事項 

配当金支払額 
2022年12月15日の定時株主総会において、次のとおり決議いたしました。 
配当金の総額 68,444千円 
配当の原資 利益剰余金 
１株当たり配当額 30円 
基準日 2022年 9月20日 
効力発生日 2022年12月16日 

基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議予定 2023年12月14日定時株主総会 
配当金の総額 68,441千円 
配当の原資 利益剰余金 
１株当たり配当額 30円 
基準日 2023年 9月20日 
効力発生予定日 2023年12月15日 

 
8．金融商品に関する注記 
(1) 金融商品の状況に関する事項 
① 金融商品に対する取組方針 

当社グループは、主に味噌、豆乳等の製造販売事業を行うための設備投資計画や原材料調
達計画に照らして、主に金融機関借入により資金を調達しております。一時的な余剰資金は、
事業活動に必要な流動性を確保した上で安全性の高い金融資産にて運用しております。 

② 金融商品の内容及びそのリスク 
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。投資有価

証券は、主に取引先企業関連の株式であり、株式については市場価格の変動リスクや出資先
の財政状態の悪化リスクに晒されております。 
営業債務である支払手形及び買掛金並びに未払金は、１年以内の支払期日であります。借

入金は、運転資金及び設備投資等の資金の調達を目的としたものであります。このうち一部
は変動金利であるため、金利の変動リスクに晒されております。 

③ 金融商品に係るリスク管理体制 
(ｲ) 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理 

当社グループは、製品の販売、サービスの提供にあたり、与信管理の基準及び手続きに
従い、回収リスクの軽減を図っております。営業債権については、経営企画部が取引先の
信用状況を審査し、取引先別に回収期日及び残高を管理し、円滑かつ確実な回収を図って
おります。 



  

5 

 

当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の
貸借対照表価額により表わされております。 

(ﾛ) 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理 
当社は、投資有価証券について、定期的に時価や出資先の財務状況を把握するとともに、

出資先との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。 
(ﾊ) 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理 

当社グループは、資金収支予測を作成し、資金需要を把握しております。また、資金調
達方法の多様化を進めることにより流動性リスクを軽減しております。 

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採

用することにより、当該価額が変動することもあります。 
 

(2) 金融商品の時価等に関する事項 
2023年9月20日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとお

りであります。 

（※1）「現金及び預金」、「受取手形及び売掛金」、「支払手形及び買掛金」、「未払金」、「短期借入
金」については、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似す
るものであることから、記載を省略しております。 

 
（※2）市場価格のない株式等は、「(1)投資有価証券 その他有価証券」には含まれておりませ

ん。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。 
（単位：千円） 

区分 連結貸借対照表計上額 

非上場株式 82,871 

 
(3) 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3
つのレベルに分類しております。 

レベル 1の時価： 

 

  

観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において

形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価

格により算定した時価 

レベル 2の時価： 

  

観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル 1 のインプッ

ト以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル 3の時価： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ
ットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を
分類しております。 

 

  

（単位：千円）

連結貸借対照表
計上額

時価 差額

(1)投資有価証券

　その他有価証券 73,224 73,224 ―

資産計 73,224 73,224 ―

(1)長期借入金
（１年内返済予定分を含む）

7,017,465 7,021,701 4,236

負債計 7,017,465 7,021,701 4,236
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① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品 

区分 
時価（千円） 

レベル１ レベル 2 レベル 3 合計 

投資有価証券 
 その他有価証券 
  株式 

 
 

73,224 

 
 

― 

 
 

― 

 
 

73,224 

資産計 73,224 ― ― 73,224 

 
② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

区分 
時価（千円） 

レベル１ レベル 2 レベル 3 合計 

長期借入金 
 （1年内返済予定分を含む） 

― 7,021,701 ― 7,021,701 

負債計 ― 7,021,701 ― 7,021,701 

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 
  投資有価証券 
    株式は上場株式であり、相場価格を用いて評価しております。当該上場株式は活発

な市場で取引されているため、その時価をレベル1の時価に分類しております。 
  長期借入金 
    長期借入金の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加

味した利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類して
おります。 

 
9．収益認識に関する注記 
(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

  (単位：千円) 

  

報告セグメント 

その他 合計 
みそ事業 

豆乳飲料 

事業 

その他食品 

事業 
計 

売上高             

 顧客との契約から 

生じる収益 
4,317,275 24,434,197 2,190,851 30,942,324 7,996 30,950,321 

  外部顧客への売上高 4,317,275 24,434,197 2,190,851 30,942,324 7,996 30,950,321 

 
(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 
  収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表 「2．連結計算書類の作成のための
基本となる重要な事項等 (4) 会計方針に関する事項 ⑤収益及び費用の計上基準」に記載
のとおりであります。 

 
10．１株当たり情報に関する注記 

 (1) １株当たり純資産額          2,485円54銭 
 (2) １株当たり当期純損失(△)       △393円71銭 
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個別注記表 

1．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
 
2．重要な会計方針 
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

子会社株式、関連会社株式、 
子会社出資金及び関連会社出資金… 

 
移動平均法による原価法を採用しております。 

  その他有価証券 
 市場価格のない株式等以外のもの… 時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理

し、売却原価は、移動平均法により算定）を採用し
ております。 

 市 場 価 格 の な い 株 式 等… 移動平均法による原価法を採用しております。 
 

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 
   通常の販売目的で保有する棚卸資産 
    評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。 

   商品・製品・原材料・仕掛品…… 総平均法 
  

(3) 固定資産の減価償却の方法 
① 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法によっております。 
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016年４月１
日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。 

主な耐用年数 建物      17～38年 
機械及び装置  10年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 
定額法によっております。 
ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における見積利用可能期間（５年）
に基づく定額法によっております。 

③ リース資産 
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

④ 長期前払費用 
均等償却によっております。 
 

(4) 引当金の計上基準 
貸  倒  引  当  金  … 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

賞  与  引  当  金 … 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額及びそれに対応す
る社会保険料の会社負担額を計上しております。 

退 職 給 付 引 当 金 … 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付
債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。 
①退職給付見込額の期間帰属方法 
 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末
までの期間に帰属させる方法については、期間定額基準によって
おります。 
②数理計算上の差異及び過去勤務費用の処理方法 
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間の年

数（10年）による定額法により費用処理しております。 
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時の従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により、
費用処理することにしております。 

債 務 保 証 損 失 引 当 金  
 

… 関係会社への債務保証に係る損失等に備えるため、関係会社の財
政状況等を個別に勘案し、損失見込額を計上しております。 

(5) 退職給付に係る会計処理 
退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方

法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法とは異なっております。 
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(6) 収益及び費用の計上基準 

当社は、主に豆乳及び味噌の販売を行っており、これらの約束した製品又は商品の支配が顧
客に移転した時点で、当該製品又は商品と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識して
おります。なお、企業会計基準適用指針第30号「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98
項における代替的な取扱い(出荷基準等の取扱い）を適用し、製品又は商品の国内の販売におい
て、顧客による検収時までの期間が通常の期間の場合は、出荷時点で収益を認識しております。
また、輸出による販売においては、インコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負
担が顧客に移転した時点で収益を認識しております。なお、取引価格は顧客との契約において
約束された対価から、リベート及び値引き等を控除した金額で測定しております。 
取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は含まれて

おりません。 
 
3．重要な会計上の見積りに関する注記 

繰延税金資産の回収可能性 

① 当事業年度の計算書類に計上した金額 
繰延税金資産    1,111,221千円 

 
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

連結計算書類「連結注記表４．重要な会計上の見積りに関する注記」の内容と同一であ

ります。 

 
4．貸借対照表に関する注記 
(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務 

 
(2) 有形固定資産の減価償却累計額 20,111,071千円 

なお、減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。 
 
(3) 保証債務 

関係会社の金融機関等からの借入債務に対し、保証を行っております。 

マルサンアイ鳥取株式会社 2,602,500千円 

株式会社匠美 1,000,000千円 
株式会社玉井味噌 129,150千円 

 
(4) 関係会社に対する金銭債権・債務（区分表示したものを除く） 
    短期金銭債権         1,186,435千円 
    長期金銭債権          196,426千円 
    短期金銭債務         1,699,139千円 
 
(5) 流動負債「その他」のうち、契約負債の残高 1,127千円 

 
 
 
 
 
 
 

種　　類 内　　容

建物 595,468千円 (579,943千円)

構築物 251,955千円 (251,955千円)

機械及び装置 549,868千円 (549,868千円) 長期借入金 1,293,300千円 (1,293,300千円)

土地 2,630,114千円 (2,424,107千円)

投資有価証券 7,560千円 （―千円）

計 4,034,966千円 (3,805,874千円) 計 1,717,210千円 (1,717,210千円)

　　　上記のうち(　)内書は、工場財団抵当並びに該当債務を示しています。

担保に供している資産 担保に係る債務

期末帳簿価額 期末残高

１年内返済予定
の長期借入金

423,910千円 (423,910千円)
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(6) 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約及び取引銀行６行
と貸出コミットメント契約を締結しております。 
これらの契約に基づく当事業年度末における当座貸越契約及び貸出コミットメント契約に

係る借入未実行残高は次のとおりであります。 

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの総額 3,400,000千円 

借入実行残高 200,000千円 

差引額 3,200,000千円 
 
5．損益計算書に関する注記 
(1) 関係会社との取引高 
    売上高              41,724千円 
    仕入高            3,726,475千円 
    外注加工費          3,105,345千円 
    上記以外の営業取引高       5,136千円 
    営業取引以外の取引高       22,558千円 
 
(2) 減損損失 

 当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 
用途 種類 場所 

みそ事業設備 

建物 
構築物 

機械及び装置 
車両運搬具 

工具、器具及び備品 
ソフトウエア 

無形固定資産その他 

愛知県岡崎市 

当社は、原則として、主に事業毎にグルーピングを実施して減損の兆候を検討しておりま
す。 
当事業年度において、営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである事業資産につい

て、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失533,569千円（内訳 建物
222,219千円、構築物9,340千円、機械及び装置253,633千円、車両運搬具31,319千円、工具、
器具及び備品9,677千円、ソフトウエア1,679千円、無形固定資産その他5,700千円）として特
別損失に計上しました。 
なお、回収可能価額は、使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローに基づく

評価額がマイナスであるため、回収可能価額は零と算定しております。 
 
6．株主資本等変動計算書に関する注記 
   当期末における自己株式の数 
    普通株式             14,797株 
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7．税効果会計に関する注記 
 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8．関連当事者との取引に関する注記 
(1) 親会社及び法人主要株主等 

該当事項はありません。 
 
(2) 子会社及び関連会社等 

種

類 

会社等の 

名称 
所在地 

資本金

又は出

資金 

事業の内容

又は職業 

議決権等

の所有(被

所有)割合 

関連当事者

との関係 

取引の 

内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末 

残高 

（千円） 

子

会

社 

マルサン

アイ鳥取

株式会社 

鳥取県 

鳥取市 

250,000 

千円 

豆乳及び飲

料等の製

造・販売 

(所有) 

100.00％ 

役員の兼任 

債務保証 

当社製品の

製造 

債務保証 

(※1) 
2,602,500 ― ― 

製品の購入

（※2） 
4,952,916 買掛金 1,492,326 

原材料の支

給（※2） 
3,218,716 未収入金 988,384 

子

会

社 

株式会社 

匠美 

富山県 

中新川

郡立山

町 

38,000 

千円 

水、豆乳、飲

料及びその

他の製品の

製造・販売 

(所有) 

(直接) 

88.68％ 

(間接) 

10.00％ 

役員の兼任 

債務保証 

当社製品の

製造 

債務保証 

(※1) 
1,182,000 ― ― 

（注）取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 
取引条件及び取引条件の決定方針等 

   ※1 当社は、マルサンアイ鳥取株式会社及び株式会社匠美の銀行借入等に対し債務保証を
行っております。なお、保証料は受け取っておりません。 

      また、株式会社匠美に対し、当期23,000千円の債務保証損失引当金繰入を行い、
182,000千円の債務保証損失引当金を計上しております。 

   ※2 市場実勢を勘案し、価格交渉の上で決定しております。 
 
(3) 兄弟会社等 

該当事項はありません。 
 

(4) 役員及び個人主要株主等 
該当事項はありません。 

 
 

(単位：千円）

繰延税金資産

未払金 297,622

退職給付引当金 396,983

資産除去債務 132,821

減損損失 332,584

賞与引当金 82,583

未払費用 6,752

貸倒引当金 107,346

債務保証損失引当金 54,727

長期前払費用 9,645

繰越欠損金 163,106

その他 84,779

繰延税金資産小計 1,668,952

評価性引当額 △ 483,381

繰延税金資産合計 1,185,571

繰延税金負債

有形固定資産(資産除去費用) △ 66,556

その他有価証券評価差額金 △ 7,793

繰延税金負債合計 △ 74,349

繰延税金資産の純額 1,111,221
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9．収益認識に関する注記 
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

   収益を理解するための基礎となる情報は、「2．重要な会計方針 (6) 収益及び費用の計上
基準」に同一の内容を記載しているので、注記を省略しております。 

 
10．１株当たり情報に関する注記 
(1) １株当たり純資産額         1,903円43銭 
(2) １株当たり当期純損失(△)        △425円47銭 
 
 
 

以 上 


